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令和２年度第２回一関市興田市民センター運営協議会 会議録 

１ 会 議 名 令和２年度第２回一関市興田市民センター運営協議会  

２ 開催日時 令和３年３月12日（金）午後１時30分から午後２時55分まで  

３ 開催場所 大東開発センター １階 小集会室 

４ 出 席 者 

 委 員 佐藤幸平委員、佐藤康広委員、佐藤洋一郎委員、伊東かおる委員、 

菊田和枝委員 

 事務局 小山泰光所長、小野寺恵美子主査 

５ 議  題 

 令和２年度一関市興田市民センター事業報告について 

 令和３年度一関市興田市民センター運営方針（案）及び事業計画（案）について 

 その他  

６ 公開、非公開の別 公開 

７ 傍聴者の数 なし 

８ 市民センター所長挨拶 

年度末のお忙しい中、出席いただきありがとうございます。 

本日は、本年度の事業報告と来年度の事業計画についてご協議いただきます。  

なお、令和３年４月から興田市民センターほか所管施設の運営、管理が指定管理者制

度の導入により、興田地区振興会へ委託されることとなります。  

９ 審議内容 

 議長選出  

互選により佐藤幸平氏を選出した。 

 令和２年度一関市興田市民センター事業報告について 

事務局が、資料に基づき説明を行った。以下、質疑応答。 

委 員 大原市民センター、猿沢市民センター、渋民市民センターが中心となって実

施している室蓬カレッジは開催されているのか。 

事務局 室蓬カレッジについては、年間を通して開催している。 

  委 員 感染予防対策を取りながら実施されたと思われるが、何人ぐらいの参加者が

いたのか。 

  事務局 会場などの状況に合わせて、20人から30人程度だと思われる。 

委 員 事業実施に向けて、ガイドラインを作成した方がいいのではないか。 

  事務局 現在、市民センターの利用については、各部屋とも利用人数を収容人数の半
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分にして利用していただいている。  

大東開発センターの２月末の利用状況をみると、４月から５月の３週間の利

用休止期間があったが、前年比約70％強の利用になっていることから、事業実

施ができる状況になってきていると思う。しかし本年度は、どこで感染者が出

るか不安な状況であったため、事業実施にあまり積極的にはなれなかった。  

委 員 トイレの自動水栓化工事を行っているが、丑石体育館も実施しているのか。

また、水道は引いてあるのか。 

事務局 井戸から汲み上げており飲料用の水としては使えないが、手洗い用としては

使えるので自動水栓化工事を実施している。 

委 員 自動水栓化した場合、冬場の凍結が心配になるが大丈夫なのか。 

事務局 自動水栓に寒冷地仕様はないが、元栓を閉めた後に蛇口部分に手をかざし、

内部の水を出すことで凍結を防止する。説明は蛇口付近に貼付している。 

委 員 多くの人が集まる事業である文化祭が開催できなかったのは残念である。 

事務局 文化祭は中止となったが、展示部門について、市民センター事業として「清

流ギャラリー展」を開催している。また、毎年小森で開催している「ちいさな

ひなまつり」も会場が狭いことから、今回大東開発センター１階ロビーで開催

している。 

 令和３年度一関市興田市民センター運営方針（案）及び事業計画（案）について  

事務局が、資料に基づき説明した。以下、質疑応答。 

委 員 ４月から興田地区振興会が事業を実施していくことになるが、何か課題など

はあるか。 

事務局 興田市民センターの事業は、共催事業が多く、事業を実施していくうえで相

手との調整が難しいことが考えられる。また、学びの土曜塾への参加児童が少

ないので、もう少し参加してほしいと感じている。 

委 員 ３年度から広報は月１回に変更されるのか。 

事務局 ３年度から広報は月１回になり、５月から毎月下旬の発送となる。 

委 員 市民センター広報に行事等のお知らせを載せるための依頼は早まるのか。 

事務局 現在より早まることになる。 

委 員 区長会議の開催はいつ頃か。 

事務局 ５月以降、下旬の開催となる。 

委 員 区長会議の担当部署はどこか。 

事務局 大東支所地域振興課となる。 

委 員 ５月下旬に発行される広報は何月号か。 
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事務局 ６月号である。 

委 員 社会教育登録団体の更新の期間が２年から３年に切り替わったが、大東地域

だけか。 

事務局 一関市全体である。 

委 員 一関市のバスを利用する際の人員に制限はあるのか。 

事務局 乗車定員の半分を目安として利用していただいている。大型で約25人である。 

委 員 子どものサマーキャンプはどこで行われているのか。また、テントを張るの

は大変だと思うがいかがか。 

  事務局 テントではなく、国立花山青少年自然の家の宿泊施設を利用している。 

  委 員 学びの土曜塾で「だいとうの電化」を実施したが、どのような内容か。 

事務局 昔、摺沢に発電所ができた頃のお話や静電気の実験などである。 

 その他  

  特になし  

10 担 当 課 一関市興田市民センター 


